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議会運営委員会会議録 

 

平成２９年１月１９日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時５８分閉議（実時間１１６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議長の諮問に関する事項 

 （１）議会改革について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  野 﨑 伸 也 君 

副委員長  松 永 純 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  鈴木田 幸 一 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     東 坂   宰 君 

 議会事務局次長    嶋 田 和 博 君 

                              

○記録担当書記     嶋 田 和 博 君 

            梅 野 展 文 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（野﨑伸也君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 ますますですね、寒くなってきたということ

で、体調不良の方がですね、かなりおられると

いうことでございます。市内においてもです

ね、感染性胃腸炎、あとインフルエンザ等です

ね、ぼちぼちはやり出しているということでご

ざいますので、委員の皆様方におかれまして

は、体調にはですね、十分に留意されて議会活

動、議員活動をですね、行っていただければと

いうふうに思います。 

 それではですね、きょうお集まりいただきま

したけれども、早速ですけれども、議会運営委

員会のほうをですね、開催をしていきたいとい

うふうに思います。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、レジュメ

のですね、議題１ということで、議長の諮問に

関する事項の（１）議会改革についてでありま

すけれども、昨年の１１月１４日の会議におい

て、お手元に配付しております議会改革協議項

目一覧のとおり、１０項目を協議対象とするこ

とで確認をいただいたところであります。 

 なお、８番目の政治倫理条例と１０番目の政

務活動費の使途基準等については、議会改革特

別委員会と調整すべきとのことから、正副委員

長協議を行いました結果、議会運営委員会の協

議項目となったものであります。 

 さらに、１番目から４番目までの項目につい

ては、既に実施済み、あるいは実施予定となっ

ていることから、協議項目から削除することに

しておりますが、４番目の請願者、陳情者の意

見陳述機会を設けることに関しましては、一定

のルールづくりが必要ではないかと思い、委員

長案を提示させていただいたところでありま
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す。 

 つきましては、まず、４番目の請願者、陳情

者の意見陳述機会を設けることについて、協議

に入ることとし、５番目以降の優先順位を決定

していきたいと思います。 

 優先順位のほうを、まず決定していきたいと

いうふうに思います。よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それではですね、そ

れぞれの会派ごとに順番づけをしてきていただ

いているというふうに思いますので、私のほう

から指名をさせていただきます。 

 それでは、山本代表、よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） うちとしては、会議の

内容等についてはですね、内容というか、優先

順位については、しっかりと順位をつけなかっ

たんですけども、委員長が言われましたので、

私と副委員長が出席をしておりますので、下の

１０番目の政務活動ですね、それと５番です

ね、と９番、３つぐらいでよろしいんですか

ね。全体順位は、優先順位はずっと上から言っ

ていったほうが。 

○委員長（野﨑伸也君） １位から挙げたいで

すけど、それが優先的にやりたいということで

あれば、それで結構です。 

○委員（山本幸廣君） では、３つを優先的に

やりたいということでお願いいたします。 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、亀田代

表、お願いします。 

○委員（亀田英雄君） 見渡してみますと、予

算を伴うものがあると思うんですよ。５番と７

番と１０番、５番は費用弁償をどうするかちゅ

うことで、７番はタブレットを導入すれば、や

っぱり費用が要る。１０番も政務活動費、事務

所をどうするかという話で、予算を伴うものだ

と思うんです。だから、この５、７、１０を、

今の時期に優先に進めたほうが、進めなければ

いけないんじゃないかなというふうに思ってお

ります。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 古嶋代表。 

○委員（古嶋津義君） 先日会議を開きまして

ですね、優先順位を順位づけてあります。１番

がですね、８番の八代市政治倫理条例の見直

し、２番が９の管外行政視察の見直し、視察成

果の反映、３番が７番の議会のタブレット導入

等についてであります。それから、４番が５番

の会議出席費用弁償の見直しであります。ここ

に入ってあります６番、１０番については、も

う正副議長の任期と選挙制度の確立、これは地

方自治法の趣旨からそぐわないのではないかと

いうことでありました。それから、政務活動費

の使途基準等については、これは、今厳格にし

ていますし、事務所の設置等につきましては、

この前いいというお話でありましたので、これ

はもういいのかなというふうで、うちのほうで

は判断をさせていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） 増田代表。 

○委員（増田一喜君） うちも同じで、１番目

はこの８番の政治倫理条例の見直し、それか

ら、２番目に９番の管外行政視察、それから、

３番目が議会のＩＣＴ化、４番目が５の会議出

席費用弁償の見直しちゅうことでございます。

６と１０番は、もう、古嶋団長が言われたよう

に、必要ないんじゃないかなという結論に至っ

ております。 

○委員長（野﨑伸也君） 成松代表。 

○委員（成松由紀夫君） 私も、両代表と同じ

です。 

○委員長（野﨑伸也君） 村上代表。 

○委員（村上光則君） 順番でよかですかね。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。 

○委員（村上光則君） １番に５番ですね。５

が１番で、９番が２番目ですね。８番が３番
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目、４番が１０、１０が４番ですね。だから、

上からいくと、１、５、６、３、２、４という

ことです。５番が１番ですね。６番が５番、７

番が６番目、８番が３番目、９番が２番目、１

０番が４番目。 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、連合市民

なんですけど、私のほうからですが、政務活動

費の使途基準が１番目、会議出席費用弁償の見

直しが２番目、管外行政視察の見直しが３番

目、これが、４番目がタブレット、５番目が

６、正副議長の任期、６番目が政治倫理という

ことになっています。 

 済みません、ちょっと小会して、今順番を言

われたのをまとめますので、しばらくお待ちく

ださい。 

（午前１０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０９分 本会） 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、本会に戻し

ます。 

 今、御意見いただきまして、順番づけのほう

ですね、ちょっとさせていただきました。 

 協議の順になりますけれども、まとめた案で

言いますが、１０番の政務活動費の使途基準に

ついてが１番目ということになります。２番目

が会議出席費用弁償の見直し、３番目が管外行

政視察の見直し、視察成果の反映、４番目が議

会のＩＣＴ化、５番目が政治倫理条例の見直

し、６番目が正副議長の任期と選挙制度確立と

いうことで、案として、今提出されたものをま

とめたということで報告をいたしました。 

 まずはですね、先ほど言われました、古嶋議

員が言われましたけど、６番と１０番は必要な

いんじゃないかというようなことがありました

けれども、１０番についてはですね、ちょっ

と、前回、前々回だったでしょうか、いろいろ

とですね、話がありましたけれども、ただ、そ

の中でですね、事務所をですね、執行部ちゅう

か、市のほうが、これまでは提供してきたとい

うような部分があって、今現在は政務活動費か

ら、議員の政務活動費からですね、それを支出

していただいているというのがありましたもん

ですから、そこら辺のところの整合性というも

のをですね、少し事務局のほうでまとめていた

だきたいというようなお話もですね、あっとり

ましたんで、そこのところを、ちょっと事務局

に確認をしたいというふうに思います。 

 その前に、あと、議員のほうでですね、政務

活動費のほうで支出、事務所費用を支出してい

くということになると、皆さんのですね、議員

活動のいろんなですね、幅広い研修だったり、

いろんなものに使える部分が圧迫されていくる

というのもありますんで、そこら辺のところは

ですね、きちっと、やっぱり整理をしていかん

と、あと庁舎が建つまではですね、時間があり

ますんで、そこのところも含めてですね、事務

局サイドの考え方、まとめてありますか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 政務活動費につきましては、今、委員長から

お話がありましたように、事務所、会派の事務

所ということでですね、そこの賃借料等に充て

ていらっしゃって、ある程度圧迫している部分

があるんじゃないかということを、お伺いを、

以前からしておりました。 

 そういった中で、事務局としてですね、会派

の控室について、ちょっとまとめてみたんです

けども、現在のところは、もう皆さん、御存じ

のように、ここにもですね、それから、仮庁舎

のほうにも設けるスペースがありませんので、

設けておりません。これに関しましては、以前

ですね、昨年の４月の震災以前まではですね、

議会棟にきちっと各会派ごと、広い、狭いは若

干ございましたけれども、そのように設置をし

て、皆さんに活用していただいておりました。
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ということからですね、基本的には、私たちの

中でもですね、会派室を設けること、これは当

然といいますか、必要だというふうには考えて

おります。これにつきましてはですね、法的な

根拠等は、当然ないんですけれども、今までの

事例を鑑みましてですね、これは必要だという

ふうには認識はしております。 

 そういった中で、先ほど申しましたように、

議会がこちらに移動しました。じゃあ、この鏡

支所の中にですね、スペースを設けられるかと

いうと、今のところはですね、大変難しい。仮

庁舎にしましても、今やっと会議室がとれてる

ような部分でございますので、会派室までです

ね、確保するのは難しいということでございま

す。 

 そういった中で、じゃあ、今後どのような方

法があるのかというのを、やっぱり検討したん

ですけれども、一つの方策としては、どこかの

貸しビルですね、あいているような民間の部分

をお借りいたしまして、そこをまとめてお借り

しまして、皆さん方、各会派にですね、提供す

るというのが一つ。ただ、この場合は、幾つも

借るという部分になりますとですね、やっぱり

格差がかなり生じると思いますので、一括して

どこかを借り上げて、会派ごとの人数等によっ

て、面積案分をするというようなことが一つか

なと思います。 

 それから、もう一つは、現在もそのような形

でやっていただいておりますけども、それぞれ

に借り上げをしていただきまして、その部分を

ですね、補塡していく。ただこれにつきまして

もですね、やっぱり基準を設けなければ、大変

広いところとか、狭いところ、あるいは豪華な

ところであったり、いろいろその辺もあろうか

と思いますんでですね、基準を設けていくとい

うのが一つ。 

 それから、もう一つが、今現在やっていただ

いておりますけれども、政務活動費をですね、

その部分に関しまして、もう少し充実をすると

いうこと、要するに政務活動費を少し値上げす

ると、事務所費に充てていただくというような

ことでですね、この３つが考えられるのかなと

いうふうに思っております。 

 ただ、その中で、これがいいというのはです

ね、私たちの中でもですね、なかなか決めるこ

とはですね、現在のところ、まだできませんで

した。いろいろと事務局の中でも検討はいたし

たんですけれども、これにつきましては、本日

お集まりの皆さん方からもですね、いろいろ御

意見を伺いながら、今後どのような方向をとっ

ていくのかというのをですね、指針を決めてい

かなければならないのかなというふうに思って

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。 

 今ほど、３案等をですね、お示ししながら、

事務局としての取りまとめということでありま

したけれども、この件については、後ほどです

ね、ちょっと質疑のほうもしたいかなというふ

うに思います。 

 あともう１点、６番のほうですね、正副議長

の任期と選挙制度の確立ということで、これに

ついては、古嶋委員のほうから、ちょっと法に

引っかかるというような話がありましたけれど

も、そこら辺のところ、皆さんの中で意識は共

有できていますかね。なければ、古嶋委員のほ

うから、少し具体的に話をしていただければと

思うんですけれども。 

○委員（古嶋津義君） 皆さん御存じと思いま

すが、正副議長の任期というのは４年というこ

とで、地方自治法でなっておりますし、この前

２年が取り下げになっておりますが、また、正

副議長の立候補の導入ということであります

が、この前、どこかでそぐわないという話を、

私は聞いたように、どこだったか、どっかで聞
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いたというふうに思っておりますし、また、立

候補してもですね、大概会派ごとで決めてある

けん、これが果たして、意味になるのかなと。 

○委員（山本幸廣君） 本会に返した。 

○委員長（野﨑伸也君） 返してます。 

○委員（古嶋津義君） 局長、どこかにそれは

あったんだったか、そぐわないというとは。 

○議会事務局長（東坂 宰君） それは、私は

確認はしておりませんけれども。 

○委員（古嶋津義君） どこかの研修か講習か

でもそげん話のあったばってん。 

○委員長（野﨑伸也君） たしかですね、立候

補制になってないということになってますん

で、地方自治法のほうで、だから、それがそぐ

わないというような話をですね、聞かれたのか

なというふうに思います。 

 ただ、いろいろと出されたところの村上委員

とかともですね、話をしたところなんですけれ

ども、立候補制というようなことをですね、こ

こには書いてありますけれども、内容的には、

立候補制じゃなくて、今度、正副議長になりた

いというか、選挙として名前が挙げられた方に

ついてはですね、本会議中というのは、何か引

っかかる部分があるというふうに聞いておりま

すんで、休憩時間とか、そういったものを利用

して、じゃあ、任期中に議長、副議長はどうい

ったですね、志を持って任期を務めていくかと

いうことをですね、立候補時に宣言していただ

いて、それを議員の皆さんが加味しながらです

ね、投票に臨むというような形をとりたいと、

それが立候補制という、導入というふうな意味

合いというふうにも聞いておりますので、その

件についてですね、皆さんから何か御意見があ

れば、お伺いをしたいというふうに思いますけ

れども。 

○委員（亀田英雄君） 会派ごとで評決は決ま

っている気配もあるという発言もあったんです

が、今から先はですよ、開かれた議会というの

を目指していかなければいけないというふうに

考えます。密室で何もかんも決まってしまうと

いう話じゃなくてですよ、見える化といいます

か、みんなにわかりやすくするようなほうに持

っていくのが、今からの流れじゃなかろうかと

思うとですよ。だけん、立候補、議長選挙、副

議長選挙に立候補する意思のある人は、そのよ

うなことを設けることは、今から目指す方向じ

ゃないのかなというふうに考えます。 

○委員（成松由紀夫君） 密室という言い方も

あれなんですが、結局立候補制とか云々という

か、出たい人は、基本出れるわけだけんです

ね、その中で会派、代表者会議であったりと

か、その都度その都度、お話とか、今の現状の

形でいったときに、見える化のイメージもわか

りづらいなと。さっき、ちょっと委員長が説明

された部分も、村上委員がおっしゃった部分

も、ちょっとイメージが湧かんとですけど、要

は、出たい人が所信表明というか、正副議長選

に臨む公約的なものとか、そういうのを表明し

た後に、採決に臨むというだけの話なのか、何

かこう、任期と選挙制度の確立という文言とイ

メージが、ギャップがありゃせんかなと思うも

んだけん、もう少し、ちょっとわかりやすく説

明してもらって、いや、こういうことなんだ、

見える化もこういうことなんですよというのが

わからんと、別に、今の現状で何か支障がある

のかなといったら、今の正副議長選任のとき

に、出たい人が出れんかったりとか、そういう

ようなことがあればですね、それは当然いろん

なことを考えないかんとでしょうけど、原則出

たか人は、手を挙げて、出なってよかわけだけ

んで、そこに何か、ちょっとイメージが湧かん

というところが現状だなと思うとですけどね。

何か、村上委員にしても、何にしても、イメー

ジがあれば、いや、単純にこういうことなんだ

よと、こういうことをやって、見えるようにし

たいんだよとか、そういうのを少しお聞かせい
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ただければなと思っているわけですね。 

○委員（村上光則君） 私はですね、立候補制

にしても、会派があるから、どうせ、これは数

でですね、決まってしまうのは、これはもう明

らかであると思いますけども、いろんな状況が

生まれたときに、１票入れるときに、やっぱり

それぞれの思いがあるときが、場合が出てくる

ということもですね、あると思います。だか

ら、会派を乗り越えて、そういうこともすると

いうことも考えられるんじゃないかなというこ

とで、自由に、明らかに皆さん方にわかるよう

に、市民にわかるように、誰が立候補したとか

何とか、出てもいいんじゃないかなということ

で、自由にいいんじゃないかというふうに、簡

単に考えて出しただけの話です。 

○委員（成松由紀夫君） 自由に出れるように

しようということ。今、自由じゃなかですか。 

○委員（村上光則君） 今、自由は自由だけど

も、さっき言うたように、いろんなこじれた先

が、いろいろある、そういうケースもないとは

限らんから、そういうときには、どうせ数でま

とまっていくのはわかっとっとだけども、市民

にわかるようにしたほうがいいんじゃないかな

と、それだけのことです。 

○委員（増田一喜君） 現状ではですね、結局

会派があって、その中で話し合いをして、どな

たが出るかということを決められる。本会議

で、結局は立候補制度ちゅうはっきりしたもの

はなくても、ちゃんと議長が宣言されるけん、

せんとはせんでもということで、議長選挙があ

るし、副議長選挙があるし、その中で、結局多

数で通っていかれるんだから、こじれる、こじ

れないちゅうんじゃなくて、それは、そこの中

の問題であって、現実的には議会の中で選挙を

ちゃんとされている。そして、そこで決まって

いくんだから、現状のままでしょう。それをど

うしようたって、結局はこじれるちゅうたらこ

じれるんじゃないの。その人に賛同できなかっ

たら、その人には投票しないちゅうことだか

ら、やっぱり賛同できる人に票を入れていくん

だから、そういう問題ではないんじゃないかな

という、それを今のまんまで、別段ふぐあいは

ないような気はしますけどね。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 今、御三方お話しいただいたんですけれど

も、議会改革を何でやっているかという話なん

ですが、市民に開かれた議会ということで、今

までやってきたことが、じゃあ、よかったのか

どうか、それが本当に市民に開かれた議会であ

るのかどうかというところをですね、話をして

いこうということで、深めていこうということ

で、そして、時代にそぐうようなですね、形に

変えていこうかというようなことで、今、議会

改革の話をですね、いろんなところでしていた

だいているというようなことなんです。まず、

開かれた議会というのが大事なんですよね。 

 村上議員が言われたように、いろいろとあっ

て、出れない人もいるだろうと、最終的にです

ね。そういった方々についても、広くですね、

自分がなったときには、どういうふうなことを

したいということをですね、述べる機会は必要

じゃないかと。議員の皆さんに対してですね、

私がなったらこういうことをしたいんだという

ことを述べる機会をですね、やってもいいんじ

ゃないかということで提案されているというふ

うに、私は理解をしてますんで、その選挙に出

る、出ないの話じゃなくて、その後なんですよ

ね。自分が議長になったら、副議長になったら

こういうことをやりますよということを、まず

宣言していくというのも、なかなかわからない

部分が、今までですね、ありましたんで、どう

いったことをされるのか、この立候補者がです

ね、というのがありましたんで、そういう機会

を設けるということでは、私は、特段議会改革

としてはですね、非常にいい機会じゃないかな

というふうに思ってますんで、これは、当然こ
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の協議項目の中でですね、入れてやっていけれ

ばというふうに思いますけれども。 

○委員（成松由紀夫君） 立候補制の導入とい

う書き方ですね。 

○委員長（野﨑伸也君） 成松委員、そこはち

ょっと文言が、先ほども言いましたけど、そう

書いてあるけど、そこは余り気にしないでくれ

ということを、先ほど言いましたんで。趣旨と

しては、今言ったとおりです。 

○委員（成松由紀夫君） だから、そのさっき

気にせんでいいんだよという話ではあるけれど

も、２年任期の制度を取り下げ、この辺も気に

しなくていいんだよということで、出たい人が

出れない現状もありやせんかというようなこと

も、今言いなったばってん、結局、会派の調整

というのもあるし、中には、意欲的に趣旨弁明

というか、所信表明というか、私がなったらこ

うなるよという方々ばかりじゃなくて、中に

は、自薦、他薦問わないでしょう。そうした

ら、意欲的に議長ということではなくて、会派

の中で、あの議員さんが、例えば、先輩であっ

て、議長にふさわしいということでの会派調整

なんかも、事実としてある場合があるわけです

よね。そういった場合に、その方に議長になっ

てくださいというような調整なんかしよるとき

に、意欲的に俺が議長になったらこうやるんだ

ということが言えないような状況とか、例え

ば、今は、議長になったら言う場面しかなかわ

けですたいね、所信というのは。私が議長にこ

ぎゃんして選出されまして云々と。そこで初め

て言えるところで、調整の段階で、今の話から

いくと、改革的には、立候補された方々、みん

な意見を言えるんだよという話だけど、中に

は、他薦の場合で、言えない場合というのは、

取り扱いはどぎゃんなっとかなというのも聞き

とうなったですよね。 

○委員長（野﨑伸也君） 普通に考えてです

ね、立候補される方、自薦、他薦だろうが、議

員の皆さんも、多分議員選挙も一緒だと思うと

ですよね。自分がそんな強い思いがなくても、

他薦で出てくれという場合もあるかもしれん。

でも、そういう場合は、選挙のときには、やは

りそうだろうが、どうだろうがですよ、ちゃん

と遊説はされて、自分の思いを市民に伝えて選

挙をされるというのがありますんで、それが、

ただ議長、副議長選挙に置きかわるだけという

話ですんで、そこは特段、私は問題ないかと思

ううとですよ、他薦であろうが、何だろうが。

個人的な意見としてはですよ。 

○委員（成松由紀夫君） 何か、そのイメージ

からすっと、この問題というのは、所信表明を

する機会を与えれば、それでいいという話です

か、具体的に言うと。 

○委員長（野﨑伸也君） 私はそういうふうに

解釈をしておりましたけれども。 

○委員（成松由紀夫君） 所信表明の場を。 

○委員長（野﨑伸也君） うん。よろしいです

か。 

○委員（古嶋津義君） ただ、所信表明もいい

んですけど、あくまでも本会議じゃなくて、休

憩のときやるということですけん、市民には、

果たしてそれがどのように目に映るのか、する

機会はないというふうに、私は思いますが。ネ

ットにも登場せんでしょうけん。議会だけで、

それは、議員だけで所信表明を聞いたというこ

とになろうと思いますので、それが果たして開

かれた議会かなと、私は思います。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） その目指す方向があれ

ば、それはネットに公表にしてもいいんじゃな

いですか、というふうに考えます。それを是と

するならですね。 

○委員（古嶋津義君） 地方自治法じゃ、認め

とらんけん、そら、本会議じゃないとだめだけ

ん、それはネットには出れんとじゃなかです

か。 
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○委員（亀田英雄君） 議員みんながですよ、

これはいい方向だとしてするならば、それはよ

かっちゃなかですか。それで、誰も、警察が来

るわけでもないし、後ろに手が回るわけでもな

かわけやだけんですたい、そこは開かれた議会

で、議員みんなで一緒にやろうぜという話にな

ればですよ、市民は受け入れてくれるんじゃな

いかというふうに考えます。 

○委員（古嶋津義君） 私は、あくまでも法を

重視するほうですから、法に触れることはしな

いほうが、私はいいというふうに思っておりま

す。 

○委員（成松由紀夫君） 何かですね、話しし

よる部分でいったら、最終的には、今までの慣

例的なことが、最終的に決まっていく手順なの

かなと。いろんな、間にいろいろ盛り込んでい

くのか、見える化で、市民にどうしたら伝わっ

て、どうだという話なんでしょうけど、最終的

には、今の手順の流れでいく部分に、何かもろ

もろつけていくということのような気がしま

す、今、話を聞いていると。だけん、そこがち

ょっと、より複雑化、見える化じゃなくて、何

か複雑にするよりも、今の現状の中で、所信表

明だけをどうしてもしたいんだということがあ

れば、全協でという話になっどけんで、でも、

全協で話した部分ちゅうのは、市民の代表の議

会人だけが聞いたという話で、市民に広く周知

はできない。市政報告やら何やら、議員さんた

ちがしなる部分では、説明する場というのは、

あの方はこういう意向で議長選には出られたん

ですよ程度の話になってしまうのかなと思う

と、あんまり煩雑にするよりも、もっとシンプ

ルに会派調整でいったほうが、議会の都合とい

うか、議員同士の話のごたる気のするもんだけ

ん、それが会派調整ということをやりよるから

ですね。だけん、所信表明をどうしてもしたい

という話であれば、全協でどの程度できるの

か。古嶋代表が言われるように、そこの法との

整合性もあるので、あんまりそこは複雑にしな

いほうがいいんじゃないかなというふうに、私

は思いますけど。 

○委員長（野﨑伸也君） いろいろと。 

○委員（亀田英雄君） 複雑にせんでもよかと

思うとですよ。簡単にやってですよ。選挙とい

うのは、何をしたいかという人に投票するのが

前提であって、例えば、市長選挙でもですよ、

ＪＣあたりは、この候補は何をしたいのかとい

うのを聞く機会を、あえて自分たちで設ける

と。市民は、この人は何をしたいのかていうの

を知りたいて思うとですよね。だけん、議会も

ですたい、議長と立候補する人が何をしたいか

ていうとば、みずからが能動的に働きかける機

会ていうのは、積極的にやるべきだというふう

に思うんですよ。そこが開かれた議会を目指す

方向だと。そこはもう、妙に複雑にせんでもで

すたい、シンプルなやり方は、みんなでやりた

いとなれば、やり方は模索できるというふうに

思います。市民は知る権利があると、それを議

会として当然取り組むべきだと。わざわざそこ

に、これだけ話をしてからですたい、何もせん

というほうが、私はおかしいというふうに思い

ます。 

○委員（村川清則君） 私は、元来保守的な人

間ですけん、衆議院でも、参議院でも、聞いた

ことなかですよね、議長選の前にそういう意見

を言って投票するというのは。各党の党首選と

かならばわかるですけど、あるいは首長選と

か、そういうんならわかるですけども、従来の

ままでよかっじゃなかかなとは思います。 

○委員（増田一喜君） 所信表明の云々とか言

われるけれども、選ぶのは、市民が議長を選ぶ

んじゃないですもんね。議員の中での選挙で議

長が選ばれていく、そういうふうになってい

る。だから、多分、これの立候補制度みたいな

ことは導入されてないと思うんですよ。たし

か、その資料があるけん、そればちょっと調べ
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てもらえるですか。今ないからね、それを言っ

たって、そこではそぐわない、前例がずっとあ

っているのに、こっちでこれをやったって。 

○委員長（野﨑伸也君） 増田委員、資料はで

すよ、資料は、多分皆さん、そこは認識されて

いるんで、法に触れるという部分は、先ほど確

認したように、認識はされてるんで、わざわざ

資料の請求は、私は要らんかなというふうに思

います、そこは。それはもう、共通した認識の

もとで、今話をしてもらっているので。 

○委員（成松由紀夫君） 触れるわけでしょ

う。触れる認識のある話。 

○委員長（野﨑伸也君） 立候補制度というの

をするというのが、本会議の中でするのは触れ

るちゅうだけですよ。そこ以外のところは、別

に何の法のあれも、権限もないですから。 

 村川委員が言われたように、衆議院とか参議

院とか、国のほうがせんけんがというのはです

ね、私はナンセンスだと思うとですよ。そこが

しとらんけんが、それば倣って、じゃあ、する

という話じゃなくて、地方からそういうことを

やっていこうというのが、今流れ的に、いろん

な議会でもやられてますんで、じゃあ、うちの

議会はどうするんだということで、今テーブル

に上げてますんで、その比喩というのは、ちょ

っとおかしいかなと、私は個人的に思います。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、そこは否定

せんで聞いてくださいよ、委員の意見は。 

○委員（山本幸廣君） 私の提案しとるところ

じゃない会派ですので、あんまり言うことはな

いんですけど、皆さん方の、各委員の方々のい

ろんな意見が出とるわけでありますが、まず

は、正副議長の任期というのは、これは法で定

めてある４年なんですね。これは４年ですよ

ね。ただ、申し合わせというのが、我々議員同

士で申し合わせというのが２年という形の中

で、今まで推移なってきとるというのが、これ

は皆さん方、ほとんど御存じだと思うわけです

たいな。違う。 

○委員（増田一喜君） ２年ちゅう申し合わせ

ば、各議員でしたわけじゃないでしょう。済み

ませんね、ちょっと。 

○委員長（野﨑伸也君） 今言われた後に、山

本委員が発言された後に、よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） ２年の申し合わせの認

識というのは、ほとんど認識がなからんと、２

年で交代なんかせんわけだけんですから、申し

合わせというか、自分たちの議員の申し合わ

せ、会派ごとにしとるわけだけんでから、それ

は、その申し合わせしとるんでから、我々も２

年でやめたわけだけんでから、古嶋議員も２年

でやめたわけやけん。橋本幸一も２年でやめた

わけだけん、それは申し合わせしとるわけだけ

んでから、だからこそ、こんこつも、議長はそ

れでよかばってん、副議長のときになったとき

に、申し合わせしとっても、はっきり言って不

信任案出てもやめん人もおる。いろんな問題が

出てきとるけんでから、こういう問題が出たち

ゃなかろうかなて、私は、村上委員に聞きたい

わけたい。この状況の中で、今いろんな意見が

出る中で。 

 だから、任期がまず一つでしょう、任期の問

題。じゃあ、任期の問題はどうするのかという

こと。じゃあ、あと選挙制度の見直しをどうす

るのかということ。じゃあ、立候補制にするの

か、しないのか。議論はしていいわけですけど

も、本当に、今八代市議会にふさわしいのはど

うですかということで、最終的に委員長あたり

が、この議運でまとめていくという、その方向

性というのはいいんじゃないですか、そういう

方向性ならば。 

 それは、立候補という、がんじがらめに選挙

法にのっとった立候補とか何か、そういうのは

ふさわしくないと思うけんでから、それをどう

やって、最小限度でするならば、どうやってコ

ンパクトにするのか。それとも、総合的に法に
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のっとって選挙制度いうのをつくり上げていく

のかということをですね、議論していかなけれ

ば、頭から、今聞いとればたい、それははっき

り言ってから、どっちもふさわしくなかごた感

じしてな、私から言わせれば。本当の立候補制

度というのを、立候補制度つくるというならば

たい。じゃあ、どがんしたら立候補制度をつく

らないかんかと、イメージがたい、と、私は思

いますけれどもね。私の意見だけんでから、ど

うぞ反論してください。反論なら楽しみにしと

うけんですから。 

○委員（増田一喜君） 認識の問題です。今、

山本委員が言われたのに、別に反論するとかじ

ゃなくて、山本委員が言われたのは、２年交代

ちゅうのは、全議員の申し合わせの中でという

ふうな意味合いで言われたんだろうと、私は受

け取ったもんだから、これは、２年の申し合わ

せで交代するというのは、自民党会派の議員さ

んたちの申し合わせの中でしとるわけです。各

会派との申し合わせではないわけですよね。だ

から、自民党の中で、４年いくとなれば、それ

はそれで、自民党会派で認めてるから、その人

を推して、議長にそのまんま、またいくとい

う、私は自民党の中におって、そういう認識で

おりますから、全員が、その申し合わせで、こ

んなやって協議して申し合わせしましたという

話ではないという認識を持っているだけのこと

です。 

○委員（山本幸廣君） それは当たり前のこっ

たい。何年議員しとるか、それは当たり前のこ

ったい。それは、自民党の中で申し合わせした

やつが、各会派にも申し合わせになってきとる

わけたい。そんな認識したらどきゃんすっか。

何年議員しとるか。 

○委員（成松由紀夫君） 結局、その申し合わ

せの扱いというか、位置づけというか、そこ

は、それぞれのですね、で、今増田議員が言わ

れる会派の中で云々というのも、それはあくま

で会派内調整の話で、それぞれの話の会派内の

調整の中で、２年でやめてきたという部分もで

すね、中には、じゃあ、申し合わせがどこまで

の申し合わせが話せるのかというと、申し合わ

せば守っとる場合と、守っとらん場合だってあ

るわけですよ、常に。だけん、申し合わせてい

うても、結果約束を守った方々は、申し合わせ

が履行されたということではあるんだけれど

も、実際、その申し合わせの程度も、どこまで

なのかというのを、多分村上議員がおっしゃり

たいのは、多分その辺もいろいろ、その時々の

会派調整でいろいろあるじゃないか、そういう

ところの部分ば、しっかり明確化というか、明

文化じゃないけども、そこまでできればという

思いもあんなっとかなというとも理解せんじゃ

ないですよね。 

 ただ、申し合わせの程度ですよ。申し合わせ

の程度は、どこまで四角四面にできるのか、全

協あたりでやれるのかというふうになってくる

と、やっぱり落としどころは現行的なやり方

で、それぞれの会派内調整ということでやって

いかんと、より複雑になるんじゃないかなとい

う、先ほどの話ば、申し合わせだけで言えばで

すよ、申し合わせの認識がある人とない人とお

んなるけんですね。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。古嶋委員、よかですか。 

 今ですね、３０分程度、もう既に話をしてい

ただいたんですけれども、この件について。何

でこれを、話をさせていただいたかというと、

最初に戻りますけれども、古嶋委員のほうか

ら、６番と１０番は必要ないよというような話

がありましたんで、今、ちょっと話をさせてい

ただいたんですけれども、今議論されたよう

に、必要なんですよね、やっぱり。議論、今ち

ょっとできたというのが、私は確認できました

んで、古嶋議員、よければ、これも一緒に入れ

て、今、私が案として出した項目の順番からい
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けば６番目ということになりますんで、一番最

後ということになりますんで、よろしければ、

皆さんの認識のもとで、６番、１０番もです

ね、一緒にまた、協議項目として上げてやって

いきましょうということで御確認をいただけれ

ばと思いますけれども。古嶋委員、よろしいで

すか。 

○委員（古嶋津義君） 今、ちょっとありまし

たが、正式には一身上の都合でやめたんでござ

います。山本委員も、（委員山本幸廣君「自民

党会派は全部一身上だろう」と呼ぶ）私だけは

別ですので、任期切れでございましたので、そ

ういうことでございます。 

○委員長（野﨑伸也君） それではですね、順

番について戻ります。 

 今ほど、６番、１０番もですね、一緒にとい

うことで御確認をいただいたというふうに思い

ますので、先ほど協議順のほうですね、申し上

げましたけれども、もう一回復唱します。 

 ５番から１０番までのですね、協議項目の順

位ですけれども、まず１番目に政務活動費の使

途基準、１０番が１番になります。２番目が会

議出席費用弁償の見直し、３番目が管外行政視

察の見直し、視察成果の反映、４番目が議会の

ＩＣＴ化、５番が八代市政治倫理条例の見直

し、６番が正副議長の任期と選挙制度の確立と

いうことで進めさせていただきたいというふう

に思います。 

○委員（成松由紀夫君） その政治倫理条例の

見直し、５って言いなっとですけど、これは、

うちの３会派は、皆１番の項目で上げてきとる

ですよね。この優先順位は少し上がらないのか

なあというのも思うわけですよね。政友会さん

も条例廃止も含めたというところで上げとんな

る部分でいうと、４会派が、これはある程度上

のほうで取り上げとるわけだけん、ちょっと５

番目というよりも、３番目の間に入れてこない

のかなというふうに思うんですが。 

○委員（中山諭扶哉君） ＩＣＴ化に関して

も、ほとんどのところが上位できとるもんです

から、ここももうちょっと上げてよかじゃなか

かなという気がするんですけど。 

○委員長（野﨑伸也君） 政治倫理条例の見直

しとタブレットのほうは、上位に来たほうがい

いんじゃないかということでしたけれども、１

つですね、委員長として思ったのがですよ、予

算を伴うもの、予算要求、先ほど政務活動費の

関係もありましたけれども、予算要求を伴うよ

うなものについては、来年度からですね、ちょ

っと要求もせなん部分とかもあるかなというふ

うに、委員長としては思いますので、ちょっと

性急にせんばん部分については上位に上げさせ

ていただきたいというふうに思いますが、そう

なるとですね、政治倫理のほうは、ちょっと少

しトーンダウンするかなというふうに思いま

す。 

 進め方についてもですね、順番を決めますけ

れども、そこで議論が滞った場合については、

次の項目、次の項目ということで進めさせてい

ただきますんで、とりあえずはこの順番でいか

せていただければと。（｢もう一度」と呼ぶ者

あり）わかりました。 

 では、事務局のほうから順番のほう、もう一

回お願いします。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） お手元に配

付の協議項目一覧の５番から１０番のところ

に、二重線で枠が用意してございますが、そち

らのほうに優先順位番号をお書きいただければ

と思います。 

 ５番の会議出席費用弁償から参ります。第２

位、６番目が第６位、７番目が第４位、８番目

が第５位、９番目が第３位、１０番目が第１位

というような優先順位となっております。 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、今事務局

からありましたけれども、優先順位のほうです

ね、今の報告どおり進めていくということで御
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異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（山本幸廣君） 未来会派の提案したと

おりでした。宝くじのごて当たった。（笑声） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、御異議な

しと認め、そのように決しました。 

 先ほども言いましたとおり、議論がですね、

項目で議論が滞った場合は、その次の項目、次

の項目ということで進ませていただきますの

で、そこは成松委員、御理解いただければとい

うふうに思います。よろしいですか。順番はあ

りますけれども、並行してやりますんで。 

 今ほど申しましたとおり、協議が滞った場合

は、次の項目に進めて、並行して進めていくと

いうことで進めたいと思いますけれども、その

進め方にですね、御異議ございませんでしょう

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。御異議なし認め、そのように決しました。 

 それではですね、まずは、４番目の項目、請

願者、陳情者の意見陳述の機会を設けるという

ことについてにですね、入っていきたいという

ふうに思うんですが、こちらについては、委員

長案ということで、進め方、別紙ということで

お配りをしておりまして、この件についても、

皆さん方会派でお話を詰めていってくださいと

いうことで、お持ち帰りをいただいておりまし

たんで、この件についてですね、協議に入りた

いというふうに思います。 

 内容等含めてですね、この件について、皆さ

ん方から御意見いただければというふうに思い

ますが、どなたからでも結構です。 

○委員（亀田英雄君） ３番、陳述の方法のと

ころで、意見陳述は請願・陳情提出者の当然の

権利であるがと、本人の希望を優先するという

ことなんですが、この希望の有無の確認が要っ

とじゃなかろうかなと。しないという人もおん

なっでしょうけん、その辺もうたい込む必要が

あっとじゃなかかなというふうに考えます。 

○委員（古嶋津義君） どっかに書いてあった

ろう。（２）に、事務局が、本人の意向や陳述

日を確認すると、本人がする、せんな、議会事

務局で決むるとやなかったか。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか、委

員長のほうから。 

 今の部分についてですけれども、（２）のほ

うはですね、委員会を開いて、意見陳述をです

ね、してもらいたいというふうなことがあれ

ば、事務局のほうから本人に確認をしましょう

というふうなくだりで書かれてあります。 

 今、亀田委員が言われたように、本人の希望

を確認する部分というのはですね、この中に

は、（１）にありますかね。持参した場合、事

務局に、持ってこられたときに、事務局員が、

こういった場がありますけれども、されます

か、されませんかという、本人の意向を確認す

るというようなことで、（１）のほうに記載が

あるというふうなことです。 

 あと、今のくだりなんですけれども、当然の

権利というようなことで、本人の希望を最優先

とするというのがありますけれども、ここのと

ころがですね、いろんな制度のところの確認を

すると、いまだですね、確立はされてないとい

うようなことがわかりましたので、この文言に

ついては、若干ですね、変更をさせていただき

たいというふうに思います。 

 ３の意見陳述の方法、意見陳述は請願・陳情

提出の際、意見陳述の希望の有無を確認する。

ただし、郵送提出の場合は除くというふうな、

もうちょっと簡単な、シンプルな内容にです

ね、変更をさせていただきたいというふうに思

います。 

○委員（成松由紀夫君） この案をもんでいく

ような話で、話がちょっと進みよるような気が

したですが。 
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○委員長（野﨑伸也君） そういうふうに進め

ておるんですけど。 

○委員（成松由紀夫君） いや、うちはです

ね、これは従来どおりで必要ないという、うち

の会派内では、その話なので、まず、これに沿

って進めていくというよりも、うちは３会派の

話の中で、従来どおりと。これに書いてあるよ

うに、郵送の部分については、もう配付にとど

めると。意見陳述が、もし仮に必要な場合とか

ということになれば、全て正副委員長の判断に

よる、今までの、従来のスタンスでですね、い

ってくださいというのが、３会派でまとまった

意見ですので、それが、この文言についてもで

すね、先ほど出た当然の権利という、この当然

の権利に対しても、少し会派内からいろいろ出

たんですよ。これは当然ではないと。やはり正

副委員長が、各委員会におるわけで、必要と正

副委員長が認めた場合はやってもらったらいい

わけだし、それをあえて、こういう明文化する

必要がないというのが、うちの３会派の総意だ

ったんですけど。だから、これをもむ、もまな

いというところまで、まだうちは至ってませ

ん。 

○委員長（野﨑伸也君） 若干です、じゃあ、

私が言った、この間お願いしたところが、ちょ

っとずれている部分があったかと思いますけれ

ども。 

 今までですね、１回やったというのはあるん

ですけれども、事細かにですね、決められた部

分がなかったということで、結構バタバタした

部分があったんですよね。委員長、副委員長に

任せるということであれば、かなりそこで、ま

た負担がかかるというのがありますんで、マニ

ュアル的なものとして、こういうものを押さえ

ておいたほうがいいんじゃないかということで

つくらせていただいていますんで、ただ、これ

を何か、議員の皆さんを縛ったりなんだりとい

う気持ちは全然ありません。 

 言われたように、陳情者の方がですね、した

いんだというようなことがあっても、委員会の

中で決をとってもらうと。したいという方がお

られてもですよ、委員会の中で決をとってもら

うと。（｢させていいか、させてよくないか

を」と呼ぶ者あり）というのは、残しとかんと

いかんかなというようなこともですね、ありま

す。 

○委員（成松由紀夫君） そのやり方ちゅうの

は、その時々の正副委員長さんの考え方で、い

や、これはもう正副委員長判断でやってもらう

だとか、いやいや、これはちょっと委員皆さん

の諮りますとかというのは、やっぱり正副委員

長の範囲だと思うとですよね。 

 それば、あえてまた文言にして、いろいろや

ると、それが仮に、また何らか支障が、なくて

も、ないほうが支障があるという委員長の考え

方もあれば、いや、あったらあったで、もっと

また、何か支障が出てくるんじゃないのってい

う考え方だってあるわけだけん、そこはもうシ

ンプルに、正副委員長の判断でということだけ

がしっかりしとれば、意見陳述を絶対するなと

かいう話じゃなかわけだけん、それでどうなの

かなと思うとですたいね。 

○委員長（野﨑伸也君） それがですよ、成松

委員、委員長、副委員長判断というとがです

よ、非常に曖昧なんですよ。（委員成松由紀夫

君「曖昧じゃないよ、責任だから」と呼ぶ）い

やいや、曖昧になってくっとですよ。私が言う

とは、マニュアルですから、マニュアルを置い

ておいたほうがいいんですよねという話ば、今

しよっとですよ。正副委員長というのは、その

時々に変わります。だけん、その時々の判断

で、やる、やらないとか、時間は何分だとか、

そういうものがですね、変わっていくというこ

と自体がですね、私はおかしいと思うとです

よ。だけん、ちゃんとしたものをですね、残し

とって、それにのっとってやっていくという、
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今まで何も、いろんなものがですね、ないんで

すよ、明文化されてないというのがあって。そ

ういうものを用意していくというのもですね、

議会改革の一つなんですよ。 

 成松委員とか、ほかの皆さん方はですよ、結

構期が多くてですよ、何期もしておられるん

で、何となくわかられるという部分はあるかも

しれませんけれども、今から入ってこられる

方、そういった方々に対しては、やっぱりいろ

んな部分でですね、明文化したもの、マニュア

ル的なものをですね、やっぱり用意してやらん

と、私はいかんと、今後は、というふうに思う

わけなんです。だから、今回提案させていただ

いているということです。 

 だけん、する、しないじゃなくて、これはす

るんですということで、今話し合いをしていた

だきたいんです。 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、だから、

それはうちは持ち帰って――。 

○委員長（野﨑伸也君） いやいや、だけん

が、私は持ち帰っていただいたという。 

○委員（成松由紀夫君） 持ち帰った中で、今

言いよっとは、うちは、この案について審議ま

で至らないちゅう話ですよ。 

○委員長（野﨑伸也君） さっきですね、当然

の権利とかは、ちょっと控えてねというような

話をされたんで、案は見ておられると思うんで

すよ。 

○委員（成松由紀夫君） ちょっと見てくださ

いは言うですよ、議員団会議で。皆さん、ちょ

っとこれ見てくださいということで、こういう

案が示されておりますがという話からですよ。

それは当然、御無礼なことはせんですよ。委員

長から案が示されておるけん、こうやって出と

りますよと言うて、皆さん見た中で、そのと

き、当然の権利の文言が出たりね、あと、い

や、最終的に話がまとまったのは、そもそもこ

れは従来どおりで、あと正副委員長のね、範囲

だから。 

○委員長（野﨑伸也君） そこの正副委員長と

いうとがですよ、だけ、さっき言うたごて、ば

らばらにいろんなことを決めていっちゃいかん

というとば言いよるとですよ。 

○委員（成松由紀夫君） だから、それはシン

プルに、今までの従来どおり正副委員長の判断

で、重要案件であれば、またしゃべっていい、

しゃべっちゃいかんていうことば言いよっとじ

ゃなかわけだけん、そこを明文化してどうこう

てする必要はないというのが、うちの３会派の

話。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（山本幸廣君） 私は、反論じゃないん

ですけども、ずっと文章、私も初めて見たんで

すが、その方法なり、意見陳述の方法等につい

てのたたき台、私は、これはたたき台は必要だ

と思うんですよ。みんなが認識しとく必要があ

るだろうと思うんですけれども、過去の事例、

そしてまた、この前の陳述等々のときにもいろ

んな問題があったという状況の中で、責任は正

副委員長に任せるということも、これも私はい

いと思うんですけれども、だけど、委員長が、

それだけを網羅して、理解しとる委員長ならよ

かばってんが、何かたたき台がなからんとしゃ

がな、委員長に言ったときに、委員長は、俺は

そんなことは聞いたことなかもんねていう中

で、委員長、副委員長の責任度合いの中でた

い、そういうこともあるからこそ、委員長とし

ては、はっきり言って、たたき台としてはこう

いうたたき台をつくっていいんじゃないかと思

うということで、何も１から８まで見ても、そ

んなに、成松委員が言われた中身はほとんど入

っているわけで、ただ、それだけを明文化しと

きましょうという、委員長としての方向性を見

出したいと、そういうことだと思うんですよ。

それはいいんじゃないですか、委員長の今の陳

述については。私はいいと思います。 
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○委員（村川清則君） ある意味確認ですけど

も、例えば、１０件請願・陳情が出ましたと。

それぞれに１０件とも意見陳述やりたいという

確認がとれましたと、例えば、仮定して、そし

て、委員長、副委員長がやらせる、やらせない

は判断するわけですか。 

○委員長（野﨑伸也君） いえ、委員会で。委

員長、副委員長権限じゃないですよ。委員会の

委員の権限です。 

○委員（村川清則君） その委員会には、意見

陳述をやろうと思って来ていらっしゃるんです

か。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、来てないで

す。 

○委員（村川清則君） まだ来とらん。 

○委員長（野﨑伸也君） 来てないです。 

 まず、上がってくるでしょう。上がってきた

ら、付託委員会ば決めるでしょう。付託の委員

会ば決めますね、会期中に。それが決まった後

に、その付託された委員会ば開いてもらうと。

その中で、何人かおられますよと、したい人が

おられますとなれば、じゃあ、この件について

は、じゃあ、どうしますかと。それば決めた後

に、じゃあ、この人は呼ぼうやとか、この人は

もうあかんばいとなれば、そこで呼ぶ人に対し

て、そこから、また事務局がこういうふうに決

まりましたけど、いかがされますか、何日来ら

れますかという、そういった話になってきま

す。 

○委員（成松由紀夫君） 極端な話、文教あた

りが多かですたいね、例えば。文教に十四、五

も出てきたと。なら、その中で、委員会開い

て、どうなのと言いよるときに、何回も上がっ

て、審議未了になっとるとでも、上がってくる

場合があるですたい、何回も、何回も。そこ

は、意見陳述させてくれと、熱意持って、何回

も持ってこらすとだろうけん、そういう中で、

そういうのも、極端な話、十何本なら十何本、

全部意見陳述する場合も想定せんばんですね。 

○委員長（野﨑伸也君） 想定せんばんです、

もちろん。 

○委員（成松由紀夫君） そら、余計正副委員

長が運営のしにくくならせんのか。 

○委員長（野﨑伸也君） 正副委員長じゃなく

て、委員会で決めるんです。 

○委員（成松由紀夫君） みんなで決めるにし

ても、正副委員長が、委員会運営ばシミュレー

ションしとってですたい、こぎゃんふうにてい

うとが必ずあるでしょう、正副委員長レクがあ

るように。そうしたら、正副委員長が、それこ

そ、さっきから話しよる、器量の問題になっと

だろうばってん、逆に、このマニュアル的なも

のがあると、初心者的な議員さんが委員長をし

ても助かるじゃないというような考え方も、そ

れはありとは思うとばってん、逆に、シミュレ

ーションとか、委員会運営のイメージがある中

で、思うとっても、委員さんみんなが、いやい

や、これは全部いこうと、意見を聞こうという

話になったときに、委員会運営、うまくいくの

かなと、逆に心配すっとですけどね。 

○委員長（野﨑伸也君） そこはうまくやらん

ばいかんと思うんです、委員長が。そのための

委員長ですから。 

○委員（成松由紀夫君） だけん、その前にう

まくいく委員長だったら、別にこぎゃんことば

明文化せんでも――。 

○委員長（野﨑伸也君） いやいや、そこは残

しとかんといかんと思うとですよ、やっぱり。

今まで何もなかですよ。だけん、それば残して

いってやっとが、議会改革というふうに思うん

で。 

○委員（成松由紀夫君） 議会改革とこれは、

ちょっと違うごたるような。 

○委員長（野﨑伸也君） いやいや、それは議

会改革なんですよ。 

○委員（亀田英雄君） 議会のあり方の問題だ
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と思うんですよ。だけん、市民がここに来て、

説明したいと言えば、議会は受けてしかるべき

ものじゃないかなと。そこに、そのような機会

を、議会としてつくることは当然のことで、そ

のマニュアルをここにつくるという話だけん

が、私は全然問題じゃないというふうに考えま

す。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） これを進めて、この

案の問題を進めていくというんであれば、もう

１回、ちょっと話ばさせてください。これは、

うちはですね、これをもむという話にはなっと

らんもんだけん。いや、うちはそういうマニュ

アルは要らないだもんだけん、これにのっとっ

て進めていくという話なのでということで、ま

た、文言の部分ばどうなんですかというとば、

しっかりもう一回話ししとかんと、何かいっ

て、決まってきたんかいという話で、またいろ

いろ言われる場合のあるもんだけんですね。 

○委員長（野﨑伸也君） 持ち帰りという話が

出とってですけれども、私は前回、文言につい

てもきちっと見てくれという話でですね、持ち

帰りをお願いしたというふうに思っているんで

すけれども。 

○委員（成松由紀夫君） だけん、あればとい

うことで確認したですもんね。文言の部分が出

てくれば。 

○委員長（野﨑伸也君） できれば、きょうで

すね、確認をいただきたいというふうに思うん

ですが。 

○委員（成松由紀夫君） いや、それはちょっ

と。 

○委員長（野﨑伸也君） ただですね、ただ一

つ、私から言いたいところがありまして、６番

のですよ、費用弁償のところがですね、空白な

んですよ、一番下、というのがあります。 

 そこも埋めなきゃならんだろうと、じゃない

と完成形にはならんというともありますんで、

あと、先ほど言いました、３番の１行目です

ね、そこも修正をということでお願いをしまし

たんで、そこのところも、ちょっと引っかかり

ますんで。 

○委員（成松由紀夫君） 余計、費用弁償、日

当が発生する。 

○委員長（野﨑伸也君） どぎゃんですかね、

費用弁償については、前回あったときは、参考

人のあれで出したというような、事務局、あっ

たですよね、日当の関係は。 

○委員（山本幸廣君） あれは支払うごとなっ

とうたいね。 

○委員長（野﨑伸也君） 支払うごとなっと

る。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今、費用弁償

の件についてですが、費用弁償につきまして

は、請願、あるいは陳情の意見陳述については

規定はございませんが、参考人制度につきまし

てはですね、そこについての費用弁償は規定が

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） 幾らだったですか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 確認は、はっ

きり、詳細な数字は、ちょっとあれなんです

が、二千数百円だったというふうに。 

○委員（山本幸廣君） いや、そうじゃなか。

それは、普通の費用弁償、我々議員の費用弁償

とほとんど変わらんぐらいの費用弁償しとると

思う。 

○委員（成松由紀夫君） 参考人の話だけん

な。 

○委員（村川清則君） 議会が求めて来てもら

うとと、本人が来たかていうて来らすとは、そ

れは違う。 

○委員（成松由紀夫君） 来たかというとと、

議会が求めてというとは違うけ、そこも含め

て、金額も入っとらんけん、もう１回持ち帰っ

て、ここは話してみらんば。ここも参考人です
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ね。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。 

 今、２２００円というふうなことをなってま

すんで、今、お書き入れいただきたいというふ

うに思います。 

 今言われますとおり、参考人招致の項目の中

で、これを行うというようなことで決定してい

くということになりますんで、法的にですね、

今のところは、こういったあれがないと、どこ

に入れ込むかというのはないという話ですん

で、参考人招致の例をもとに、前回もそういう

ふうな形でやったというようなことでございま

すので。 

○委員（成松由紀夫君） やっぱり、これも含

めてですね、ちょっと持ち帰って、２２００円

という、意見陳述者と参考人招致は、そもそも

意味合いが違うけんで、議会が求めて来てくだ

さいというのと、俺は物申したいんだという方

の部分もあるので、そこら辺をちょっともませ

てくれんですかね。 

○委員長（野﨑伸也君） そこはまだ検討の余

地はありますね。 

○委員（成松由紀夫君） あるよ、かなりある

よ。参考人と意見陳述者は、また違うから、意

味合いが。日当を出していいのか、どうなの

か。 

○委員長（野﨑伸也君） 言われたとおり、自

分から、みずから言いたいという方もあれば、

委員会から招致する方法もあるというのもあり

ますんで。 

○委員（成松由紀夫君） 委員会が求めれば参

考人ということになろうけんですね。 

○委員長（野﨑伸也君） そこはただし書きで

も大丈夫ですかね、費用弁償の件は。条例変更

せなんか、改正せなんか。 

○委員（成松由紀夫君） 条例改正。 

 だけん、そこら辺も含めて、ちょっと一回持

ち帰らせてもらって、また話ばせんと、これ

は。 

○委員（山本幸廣君） 今、意見がたくさん出

とるわけでありますが、請願・陳情の意見の陳

述の方法ですよね、いろんな方法があると思う

んですよね。その中で、委員長としては、この

ような方法でどうかなということで、今提案さ

れとるわけですが、今、成松委員からも出たよ

うに、陳述の場合の、みずから求めて来られ

る、説明をせないかんと、前回もはっきり言っ

てから継続審査になっとると。何でかなと。は

っきり言ってから、審議未了もあったと。再度

出すという状況の中でですね、やっぱりそうい

う方々のことを考えた中で、費用弁償と、実費

弁償ですけんでから、実費弁償どうするのかと

なるわけですよね。 

 これはやっぱし、よかれば、今意見出たのも

集約しながら、委員長、持ち帰りしていただい

て、私たちも、はっきり言ってから、出してな

いほうだもんですから、委員長の今の御提案と

いうのは、これについての方法というのは、私

は、このマニュアルというのはつくっておかな

いかんというのは、私は、これはぜひともつく

っていただきたいと思います。 

 ただ、今の実費の費用弁償等については、参

考人なり、陳述なり、いろいろと角度が変わっ

てくるけんですね、どういうふうな角度に変わ

るか、委員長も言われたような、その問題等も

あるし、成松委員が言われた、そういう問題等

もあるし、じゃあ、実費の費用弁償は、参考人

については２２００円だったと。これは法に基

づいてから、条例に基づいてやっとるけんです

ね、そういうのを、再度持ち帰りをしていただ

いて、次の回には、それはぴちっとしてからま

とめるというように、委員長、議事進行してい

ただければなと思いますが、いかがですか。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、御意見いただき

ましたけれども、一旦ですね、今ほどありまし

たような内容についてもですね、一旦持ち帰っ
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ていただくということでよろしいですかね。 

○委員（亀田英雄君） 先ほど委員長が修正さ

れた文言を、もう一回しっかり周知されて、ま

た、そういうことで周知されてなかったという

話になりますので。 

○委員長（野﨑伸也君） もう一回ですね、

今、文言の修正があったところと、今ほど２２

００円というのも入れてましたんで、そこを入

れたやつば、もう一回お配りしますんで、それ

も含めて協議をしていただくということ、あわ

せて、次回のですね、会議の中では、じゃあ、

これをどうするかということで決定をしていき

ますよというようなところまでいきますんで、

必ずしっかりした議論をしてきていただければ

というふうに思います。 

○委員（成松由紀夫君） なるべく前向きに話

が進めるような話を、会議でもしますけども、

今意見が変わらんような取りまとめになって、

変わらんだったときは、そのとおりに、うちの

会議の内容をそのまま報告させてもらいますの

で。 

○委員長（野﨑伸也君） そうですね、それで

あれば、具体的にですね、どこが問題なのかと

か、どこがネックなんだとか、そういったとこ

ろをきちっと出していただければ結構かと思い

ます。 

○委員（松永純一君） 一応持ち帰りで協議を

進めるということに決まったようですので、

私、ちょっと個人的に気になるところがありま

すから、そこもついでにですね、ついで言っち

ゃいかんですけれども、一緒に各会派で協議し

てもらいたいところがあります。 

 まずですね、２のところの請願・陳情者の意

見陳述というところでですね、この中の２行目

に、意見を所管委員会委員に述べることをいう

とありますけども、これ、委員会でいいんじゃ

ないかなというふうに思って、これは検討して

もらいたいんですよ。これはあくまでたたきで

すから。委員を削除したほうがいいんじゃない

かなということと、最後にですね、意見陳述者

に質疑を行うとなっておりますけれども、行う

ことができるということで、できる規定といい

ますか、そのほうがいいんじゃないかなと、私

は思っております。要するにですね、陳述者も

いい環境で陳述してもらう、審査するほうも、

そのいい環境ですると、そのためには、やっぱ

りある程度弾力性のある、フレキシブルな対応

ができるような文章にしとったほうがよかろう

ということで、行うことができるとしたほうが

いいんじゃないかと思います。 

 それから、３の意見陳述の方法ですけども、

ここの２行目のところはですね、こういうふう

に書いてあります。所管委員会委員から意見陳

述を求めることも慎重な委員会審議に必要不可

欠として認めるとありますけども、この慎重な

というのがですね、いわゆる陳述者が陳述する

ことに慎重なのか、委員会審議を慎重にするの

かというのがですね、ちょっとわかりにくい部

分がありますので、ここあたりは、例えば、委

員会会議を慎重にするために必要不可欠として

認めるものとすると、ここもですね、認める

と、認めるものとするというふうにしたほうが

いいんではないかというふうに思います。今の

ところはですね。 

○委員長（野﨑伸也君） もう一回よかです

か。 

○委員（松永純一君） よかですか。 

 意見陳述の方法でですね、２行目のところ

に、所管委員会委員から意見陳述を求めること

も慎重な委員会審議に必要不可欠として認める

とありますよね。ここの中の慎重なというの

は、いわゆる意見陳述を述べる方々を呼ぶとき

に慎重になるのか、それとも、委員会審議を慎

重に行うのかという２つのとり方ができるんで

すよね。ですから、この慎重なというのを、ど

こに入れるのか、例えば、委員会審議を慎重に
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行うのであれば、委員会審議を慎重にするため

必要不可欠として認めるものとするとしたほう

がいいんじゃないかなと。これもあわせて、各

会派で協議してもらいたいというふうに思いま

す。 

 それから、大きい、大項目の４のですね、６

番、（６）意見陳述の傍聴とあります。傍聴は

認めるというふうに書いてあります。恐らく各

委員会の規定でも傍聴は認めてあるだろうと思

うんですけども、あえてここに意見陳述の傍聴

は認めるとしてありますけれども、傍聴者の発

言についてですね、委員会規定にあるものであ

れば、それに準拠していくというようなことで

も入れとったほうが、傍聴者の発言について、

委員長もですね、なかなか判断がつきにくい場

合もあるかと思いますので、ここは何かの形

で、傍聴者の発言について入れとったほうがい

いんじゃないかなと、そういうふうに思います

ので、そういうのもあわせて協議してもらっ

て、次回に決めたらどうかというふうに思いま

すので、一応提案をしておきます。 

 以上です。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、数点いただきま

したけれども、原文と修正の部分について、２

枚セットで送らせていただきたいというふうに

思いますんで、それで、協議をいただければと

いうふうに思います。 

 あと、もう１点、協議に際しまして、事務局

のほうから、少し留意点があれば。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） 今の議論を

整理したいんですが、その前に、この八代市議

会における請願・陳情書の意見陳述についてと

いう、この委員長案につきましてはですね、多

少議論にずれがあったというふうに感じました

のが、４番のですね、（１）議会の、これは委

員会に置きかえるんですが、委員会の開会中に

意見陳述を行うという、そういう規定でありま

す。ということであればですね、本来本会議や

委員会で発言できる者というのは議員、それと

執行部、議会事務局職員とされております。そ

れ以外の第三者の方を呼ぶ場合には参考人、あ

るいは公聴会を開くなどして意見を聞くという

ふうな法の規定になっております。ですから、

先ほど成松委員だったでしょうか、おっしゃい

ました、意見陳述は請願・陳情提出者の当然の

権利というのは疑義があるとおっしゃいました

が、そのとおりでありまして、法で、その権利

を保障されている部分はございません。そうい

うことでですね、法のほうは、当然そういうの

を想定していなかったということであります

が、これまでは、請願者・陳情者はその請願書

・陳情書にその思いを十分したためれば、それ

で済むだろうというような想定だったんだろう

と思いますが、現在、こういった意見陳述の機

会を設けている市議会は多くなってきておりま

す。その際の手法としては、これまでの法であ

る参考人制度をうまく活用した方法と、あと、

議会基本条例に市民の権利としてですね、うた

い込んで実施している自治体とがございます。 

 今回、委員長案で示されておりますのは、参

考人制度をうまく活用して、意見陳述の機会を

設けようということですので、この場合、請願

人や陳情人が請願・陳情提出の折に、その希望

の有無を確認した上で、事前に委員会を開催し

て、参考人制度として請願人・陳情人を招聘す

ると。そして、そこで意見陳述をしてもらうと

いうような手続を想定しておられるようでござ

います。 

 そうなった場合には、当然参考人、八代市議

会等に出頭した選挙人等に対する実費費用弁償

条例というのがありまして、この条例に基づい

て２２００円の日額、費用弁償を支払わなけれ

ばならない。ただ、みずから願い出てこられた

方に対して、この費用弁償を満額支払うのはど

うかというような部分で、その額の部分を無償

とするのか、低額に設定するのかとか、そうい
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った条例改正の検討も必要になってくるという

ようなお話が、先ほどの流れの中であるようで

ございます。 

 そういったことでですね、今後議論をされる

中で、あくまで参考人制度という現行法に沿っ

たところで、それをうまく活用した意見陳述の

機会を設けるというようなところでの手続の進

め方になろうかと思います。 

○委員（山本幸廣君） 私もですね、ちょっと

これ、地方議会の議員の手引なんですけど、手

引の中で、これはＱ＆Ａでやっとるんですけ

ど、今、嶋田次長が言われたとおりなんです

よ。そういう方向でいかれると、委員長がです

ね、私はもともとそう思っとったんですけど

も、いろんな委員からの出ておりました意見陳

述というのは、委員会で、請願・陳情は全部い

いんですよという、そういう中で、この本会議

や付託委員会に当該の請願者や陳情者を呼ぶ方

法として、どのような方法が考えられますか

と、市民から問いかけられて、その中で、我々

が法に基づいて考えた中では、地方自治法の１

１５条の２第２項に基づく参考人制度の活用が

考えれますと。それから、ずっと解説が書いて

あるんですけども、今次長が言われたとおりな

んですね。私も、ちょっとばかり手引を見たん

ですが、同じことなんですよ。その方法でいく

ということならば、私は、きょうのあれの理解

が、物すごく理解をするんですが、陳述になっ

たらば、今成松委員が言われた、いろんな問題

が出てくるというようなこと、仮定が出てくる

もんですから、それについては持ち帰りをし

て、もっと審議したらいいんじゃないかなとい

うことなんです。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 今ほど、いろいろと補足で事務局のほうから

もありましたけれども、そういったことを含め

てですね、次回、持ち帰りということにしたい

というふうに思います。 

○委員（亀田英雄君） 今、副委員長のほうか

ら、２番と３と４について意見があったんです

が、２番については明言されたんですが、３と

４についてはですよ、しっかり、自分たちが考

える部分があるけん、それはどんな扱い、委員

長、副委員長の腹案をつけて送られるのか、そ

れもはっきりしたがよかっじゃなかですかね。 

○委員長（野﨑伸也君） 今ほどありましたと

ころですね、私からも最初、当然の権利のとこ

ろというのはおかしいだろうというようなこと

で、そこも修正しますよというのがありまし

た。 

 ２２００円は決まった額でしたね、というの

もありましたんで、それも入れてお出ししたい

というふうに思いますんで、よろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） また、この修正かけ

られたやつに、（委員長案）というのを入れと

ってもらっていいですか。 

○委員長（野﨑伸也君） 一番上でよかです

か。 

○委員（成松由紀夫君） 一番上で。副委員長

がさっき言われた部分も、会派でもんできてく

れということであれば。 

○委員長（野﨑伸也君） 一緒に、委員長、副

委員長案でよかですか。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、副委員長案

でもよかし、それぞれあるならそれでも、案と

いう言葉を入れとってもらわんと、なかなかい

かん。お願いします。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 それでは、一旦会派に持ち帰りいただき、次

回の委員会において協議するということで御異

議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。そのように決しました。 

 それではですね、まだ時間ありますので、も

う１点、先ほど一番最初にやりましょうという
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ことで決めました、政務活動費の使途基準につ

いてということでありました。 

 こちらについては、先ほど事務局長からです

ね、事務局としての見解ということでお話があ

りまして、３案ほどですね、出していただきま

したけれども、それについて、今からちょっと

協議をしたいというふうに思います。 

 あと、ほかにですね、この政務活動費の使途

基準について、何か項目を出して協議したいと

いうのがあれば、今お聞きしたいというふうに

思いますけれども。 

 なければ、まずは、先ほど言われました、今

後の会派室のですね、件について、どうするか

というところを協議したいというふうに思いま

すけど、何かございますか。 

○委員（山本幸廣君） さっきから、事務局長

からですね、３項目ほど事務局の悩みなり、そ

してまた、その問題を解決する中で検討したけ

れども、このような検討の結果でしたというこ

との御報告がありました。 

 私も、鏡支所をずっと見て回る中でですね、

会派の控室に、一番上の会派の控室については

ですね、私は、これは工夫をすればですね、会

派の控室はできはせんだろうかと思うんです

よ、ずっと回る中でですね。まずは、ここの和

室があるですたいね。和室を、はっきり言って

から、じゃあ、どうするのかということの問題

と、今、自民党とうちが使って、改革さんも一

緒に使っている。それと、あと１人会派につい

てはどうするのかということでですね、やっぱ

り、今スペースが１階から２階、３階までのス

ペースを見る中で、私は、やっぱり狭いところ

と、１階の、はっきり言って、今の地籍調査あ

たりも、あそこあたりも大変狭いとかなんか言

っておられるところ、また、そしてずっと見た

けど、広いところの、広くて誰もおらないとこ

ろとかたくさんありますよね。それを再検討し

ていただいてですね、よろしかれば、控室は、

やっぱり議会棟の中にですね、会派の控室を設

置するということの考え方で持っていけばです

ね、私は、解決せはせんだろうかと思うんです

よ。これは委員長、これは私の考えですけん、

今ですね、ふと局長から言われた中で。そうす

れば、政務活動も含めてですね、事務費かれこ

れについても、いろいろと会派の控室について

も浮いてくるしですね、民間の云々ということ

を局長が言われたんですけども、それはやめた

ほうがいいと思います。やっぱり、外部からの

見る目というのがありますしですね、よろしか

れば、議会棟の付設をしたところの工夫をしな

がら、控室を探すということはどうだろうかと

いうふうに思いますけど、委員長、今ふと思い

ましたからですね。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今、山本委員

から大変ありがたいお言葉をいただきました。

というのがですね、私たちも、いろいろ検討す

る中で、この鏡支所の中にですね、議員会派控

室をつくった場合に、今までと違いまして、

今、それぞれの会派も、旧市内、近いほうに求

めてらっしゃるので、こちらにつくった場合

に、本当に活用されるんだろうかというような

思いも一つありました。確保できたとした場合

ですね。そういう部分もありまして、なかなか

ここにつくるのは難しいのかなという思いが１

点あったところです。 

 そういった中でですね、今お話をいただきま

したけれども、現在、今話が出ました和室、そ

れから、そのお隣の、今、小会議室というふう

にしておりますけども、そこを会派室とはして

おりませんけれども、議会の議員さん方の控室

という形で２部屋を準備しているところです。

これを合わせながらですね、検討を再度進めさ

せていただければというふうに思います。その

辺をですね、控室兼会派室、これはいろんな自

治体の状況を調べますと、そういうふうに、例

えば、委員会室をですね、会派室として使って
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いるようなところもありますし、いろんな状況

はあるんですけども、なかなか今までの本庁、

議会棟、きれいに、それぞれに分けてありまし

たんでですね、あれをどうしても頭に、自分と

しては持っていってしまうもんですから、なか

なかここで確保する、また距離もあるし、逆

に、仮庁舎とはいえ、今できてますんで、旧と

いう言い方はおかしいかもしれませんけれど

も、八代の町中ですね、あそこのほうに会派室

あたりもあったほうが、議員の皆さん方として

は、全体的に集まりやすい部分等もあるんじゃ

ないかというのが、私たちの中では、ちょっと

考えたもんですから、先ほど言いましたような

３案を出したところだったんですけども、今

後、また、今山本委員の御意見を含めながら、

再度検討させていただきたいというふうに思い

ます。 

○委員（山本幸廣君） 事務局長ですね、私

が、お願いもありますけども、ただ、議会事務

局だけの、議会だけの物語じゃなくしてです

ね、執行部に対してもですね、千丁のスペース

を見に行ったときには、ある程度あるところが

あるんですよ。だから、どこどこ、何を契約な

ら契約、どこでも、執行部の考え方にも、執行

部にも問いかけていいと思うんですよ。議会と

してはこういう一つの議運で、議会運営委員会

で、こういう意見が出たと。だから、これにつ

いては、執行部に対して投げかけて、それはは

っきり言って、今漠然としとるわけですけれど

も、ここには秘書課がありますし、契約もあり

ますしですね、そういう中で、千丁はどうなの

かということで、千丁は、ちょっとスペース

が、私はこの前行ったら、あるところはあるん

ですよ。そういうところも、また活用してです

ね、執行部は執行部の中で考えてもらう、我々

は議会としては、こういう要望をしておかない

かんという、そういうのは、今後考えていった

ほうがいいんじゃなかろうかなと、私は、委員

長、思います。この後ですよ。５年先の話にな

るかもしれんですけれども、そういうことも考

えていったらどうですかということです。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 今、山本委員から言われたのは、４案という

ことで、入れさせていただきます。 

 まず、皆さんに確認をしたいんですけれど

も、事務局のほう、サイドからですね、事務局

案として提案されているのは、全て政務活動費

からの支出を行わないような形での提案がされ

てますんで、まず、そこについてですね、この

会派室については、政務活動費からは支出して

いかないような方向で検討するというところに

御異議があるのかどうか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今の私の案の

中ではですね、先ほど一つ挙げておりましたけ

ど、現在の会派事務所というか、その辺を確保

していただいて、それを補塡するために引き上

げというようなことでお話しして。 

 今、委員長がおっしゃった、今、３万円の中

でという、その辺のところはあったかと思いま

すけども、一応政務活動費も一旦入れながらと

いう部分でやっていただきたいと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 皆さんの確認をとりたいというふうに思うん

ですけど、今現在の政務活動費がですね、圧迫

されないような形、自由な政務活動をですね、

できるような形でですね、事務所費とかで圧迫

されないような形での議論を進めていくという

ことに、何か御異議ございますか。（｢異議な

し」と呼ぶ者あり） 

○委員（亀田英雄君） そのほうがいいと思い

ます。今、このような状況ですけん、しよっと

ですが、あと何年かせんばんときになれば、や

っぱり支障が来たりすると思うとですよ。でき

れば、そっちのほうがね、今委員長のほうで進

めていく、案の話のほうで進めていただければ

と思います。 
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○委員長（野﨑伸也君） はい、わかりまし

た。 

 それでは、再度確認しますが、事務所の関係

については、政務活動費を圧迫しないというよ

うな形の方法で進めていこうと、議論を進めて

いこうということで確認をしてよろしいです

か。よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、そちらの

方向で、確認をいたしましたので、進めていき

たいというふうに思います。 

 先ほど、第１、第２、第３、そして山本委員

から第４案というのを出していただきましたん

で、第１案、貸しビル借用一括借り上げについ

て、皆さんから御意見をいただければというふ

うに思いますけれども、まずは。 

○委員（亀田英雄君） 費用が多額にわたりま

すけん、なしでしょうもん。（委員山本幸廣君

「なしでよかろうもん、なしですたい。なしだ

けん、俺が言うたとやけね」と呼ぶ） 

○委員長（野﨑伸也君） いかがですか。 

○委員（山本幸廣君） 今、亀田委員が言われ

たように、民間の貸しビルについての利活用と

いうのは、これはちょっと今の状況では不可能

じゃないかと思いますので、はい、御審議いた

だきたいと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 済みません、今のところでは、金額的に無理

じゃないかと、多額になるというようなことな

んですけれども、事務局のほうで何か試算あり

ますか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） まだ試算とい

うものはですね、やっておりません。あくまで

も、今執行部のほうで幾つかの部署が入ってお

りますけれども、その辺のですね、ところはあ

るんですが、面積的な部分もありますし、特に

ですね、試算をしたわけではありません。一つ

の案としてですね、出しておるだけでございま

す。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 今の３案と、山本委

員が言われたのも含めたやつば、ちょっと文書

化してもらって、それもちょっと帰ってもませ

てもらってよかですかね。やっぱり、ちょっと

何もなくて、１、２、３案で、貸しビルが云々

でというよりも、ちょっと委員長案じゃなかで

すけど、落としてもろうて、そして、それで会

派の中で、今こういう部分だけん、１はありで

すか、２はどうですか、３はどうですかという

形で、ちょっともう一回精査させてほしかなと

思うとです。何もなかですから。 

○委員長（野﨑伸也君） 済みません、一応、

今４案まで、皆さんは聞いていただいたと思い

ますんで、一応持って帰っていただきたいとい

うような思いはあるんですよ。いきなり、この

項目の協議に入ったんもんですから、一応は持

って帰っていただきたいというふうな思いが、

私もあったんですが、ただ、持ち帰る前にです

ね、そぎ落としたいと、意見集約をもう少しし

て、今言われたように、もう、これはなしだろ

うというような部分については、もうここでそ

ぎ落としたほうがいいかなというような思い

で、私は、今ちょっと進めさせていただいてい

ますんで、最終的には持って帰っていただくと

いうふうな形にしますので、よろしいですか、

そこは。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、第１案、

貸しビル借用一括借り上げというような案がご

ざいましたけれども、こちらについてはなしと

いうような、村川委員、よろしいですか。何も

なかったですか。よろしいですか。（委員村川

清則君「はい」と呼ぶ） 

 では、そちらの方向で進めさせていただきま

す。 

 第２案、それぞれの会派が借用している分を
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補塡するというような形だったですかね。 

○議会事務局長（東坂 宰君） これにつきま

してはですね、現在幾つか、もうお借りしてい

らっしゃる分がありますんでですね、そこの部

分につきまして、これは、新たな要綱等の作成

も必要にはなるんですけれども、例えば、人数

が何人いらっしゃって、幾らまでは助成とか補

助とか、そういう部分をですね、しましょうか

というふうな部分を含めての案でございまし

た。 

○委員長（野﨑伸也君） 言われたように、説

明がありましたけれども、各会派でですね、人

数も違いますよと、少ない人数で大きなところ

を借りている部分もあるとか、値段的な部分も

あるということで、結構ですね、これをするん

であれば、結構事細かにですね、いろんな規定

を決めなきゃいかんのかなというような思いが

ございます。できますればですね、今、全部の

会派が借りられているんですかね。済みませ

ん、私把握してないんですけれども。どうです

か、一覧表か何かありますか。金額とか、つく

れます。いや、すぐとは言いません。私が、お

持ち帰りいただいて、配付するときにはという

ことですので。できますか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今、そういう

実績がある分につきましてはですね、お聞きし

まして、すぐまとめることは可能です。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 済みません、もういっちょなんですけど、借

りてない会派もあるんですか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） そうですね、

例えば、ひとり会派であったり、例えば、お二

人のところとかですね、そういうところは必要

性は感じてらっしゃいますけども、まだ実質的

に借りていらっしゃらないというところもござ

います。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 とりあえず、その資料的な物はつくっていた

だければというふうに思います。 

○委員（中山諭扶哉君） できれば、資料の中

にですね、今かかっている光熱費についてもで

すね、入れていっていただくといいかなという

ふうに思います。 

○委員長（野﨑伸也君） 光熱水費、（委員中

山諭扶哉君「光熱費」と呼ぶ）光熱費だけでよ

ろしいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） 光熱費ですね、あと

はどうしましょう、通信費まで入れますか。た

だ、通信費に関しては――。 

○委員長（野﨑伸也君） そこはまあ、光熱費

まで入れましょうか、それなら。そこまでとい

うことで。 

○委員（中山諭扶哉君） 通信費は、今までそ

れぞれ出されているのがあるので。 

○委員長（野﨑伸也君） それではですね、資

料をつくっていただくということでよろしいか

と思いますが、あと、第２案については、協議

していくということでよろしいですか。協議の

中には入れましょうかということでよろしいで

すかね。よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、第３案、

政務活動費の値上げ、これについて、皆さんか

ら御意見いただきたいと思いますけれども。 

○委員（亀田英雄君） ２と３についてです

よ、具体的に数字ばはめてみて、協議できるよ

うな資料ばつくっていただければよかっちゃな

かろうかと思うとですけどね。どれが一番安か

かなというとのでくれば、そして、それがそれ

にかなうものであればですたい、今漠然とした

もんだけんが、例えば、政務活動費を１万円上

げたとすれば、これだけ影響が出るとか、基準

は、ここに求めた場合はこれだけあるとかいう

のを、簡単にでもよかけん、たたき台をつくっ

てみて、その中で、３は認めるちゅう話も前提

に、話はしよっとですが、そうせんば、話もし
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ようのなかじゃろうかと思うとですよ。 

○委員（成松由紀夫君） 今、亀田さんが言わ

すごと、この２と３は同じ意味じゃなかかなっ

て思うとですよね。事務所費の分を見ましょう

ねちゅうのが２番で、３番の分も、この政務活

動費ということで上げるんじゃなくて、事務所

費の分を引き上げましょうねという話だけん、

２と３は自動的にリンクしとる話かなと思うと

ですよ。 

○委員長（野﨑伸也君） 私は、別と思うんで

すよね。項目が別だと思うとですよ。政務活動

費というのを値上げというようなことじゃなく

て、２番はですよ、補塡だけんが、政務活動費

で補塡します、その中から補塡しますという話

じゃなくて、別枠でという話ですよね。政務活

動費を値上げという第３案については、単純

に、その分は補塡はすっとばってんが、すると

いうことの名目にはなっとるばってんが、政務

活動費の中から支出してくれという話になるん

で、だけん、自発的に議員が政務活動費から払

うというのと、２番は役所が払ってやるとい

う、そういう意味合いが違うと、そぎゃんふう

に認識していただければと思うんです。 

 私的には、政務活動費の値上げが、今のこの

時期ちゅうか、こういった状況だけんが、値上

げしますよというようなことばうたうよりも、

基本的には第２案でですね、補塡していくとい

う部分のほうが、しっくりくるのかなというふ

うには思うんですけどね。 

○委員（山本幸廣君） 今、委員長が言われた

ように、政務調査をですね、全国も、平均もあ

るし、そういうのを調査するというより、やっ

ぱり今の時期ならば厳しいでしょうね。委員

長、言われるとおり、それは、これだけの自然

災害が起きてですよ、市民は、一部損壊に、う

ちはなっとらんとだて、今騒動しよるところで

す、市民な。今になって、罹災証明もしとらん

だったと。ところが、マスコミで、新聞であぎ

ゃんできたけんですから、おどもいかんばいた

いていうですね、市民の方が最近相談が多かっ

ですよ、はっきり言ってから。だけんでから、

どきゃん説明してよかかということで、担当に

説明すれば、金額的には３万円とか何かいうて

からですよ、一部損壊、罹災証明出しとかない

かんとか、そういう状況の中でですよ、私は、

この値上げというのは、時期尚早じゃなかろう

かなと。私は、委員長が言われたように、そう

いうふうに思います。あと、皆さんの委員の方

々がどぎゃん考えるかわからんですけど、私と

しては、そういうふうな考えです。 

○委員（増田一喜君） ちょっと確認的なこと

ですけど、２案は、要するに補塡するでしょ

う。補塡するちゅうことは、借りてないところ

には補塡しないちゅうことですよね、借りてな

い会派さんにはね。 

○委員長（野﨑伸也君） そうです。もちろん

です。 

○委員（増田一喜君） ３番は、増額となって

くると、これは一律、要するに会派の政務活動

費を増加するちゅうことは、もしかして、借り

てないところも上がるちゅうことだけん、ちょ

っとこれは何か厳しいような、文言自体が厳し

いような気はする。 

○委員長（野﨑伸也君） 今言われたように、

そういったことも考えられます。 

○委員（増田一喜君） そういうふうな形にな

るわけでしょう。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今おっしゃっ

た部分ですね、私たちもちょっと検討はしたと

ころでした。そういった中で、確かに、借りて

いらっしゃらない部分は値上げする必要はない

と思うんでですね、そこのところは、やっぱり

分けても検討する必要があるのかなというふう

には、中では思っていたところでございます。 

○委員（成松由紀夫君） この２、３も、ちょ

っと議論の余地も、大分それぞれあるごたっけ
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ん、帰ってみらんば、なかなかわからんかなあ

と。 

○委員長（野﨑伸也君） 出さんでよかです

か。 

○委員（成松由紀夫君） 自分個人的な意見で

は、２とかて思うけれども、手続上――。 

○委員長（野﨑伸也君） また、４もある。 

○委員（成松由紀夫君） 山本さんもあるばっ

てん、ちょっと判断が、今どうのこうのはでけ

んちゃなかかな。 

○委員長（野﨑伸也君） 私的には、ちょっと

厳しいかなと思って、３案についても、ちょっ

とここではそがせていただこうなとは思ったん

ですけども。 

○委員（成松由紀夫君） これはそぎ落とせん

やろう。これはちょっと議論させたほうが。 

○委員長（野﨑伸也君） どぎゃんですか、増

田委員。 

○委員（増田一喜君） 私、個人的には３は要

らないんじゃないかな。やっぱり増額なら一

律、個人個人ですからね。 

○委員長（野﨑伸也君） いやいや、それはし

ようがないです。 

○委員（増田一喜君） だけど、やっぱりほか

の人たちの考えもあるでしょうから、何とも言

えない部分はありますけどね。どっちにしたっ

て、持ち帰るんだったら、２、３も持ち帰って

議論したっていいのかなという気はします。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、持ち帰ってい

ただくということであればですよ、先ほど言わ

れたあらかたの金額とかというのもですね、ち

ょっと出さんといかんかなというような思いが

あったんで、そこまでする必要があるかという

ふうに、私は思ったんですよね。（｢いや、ば

ってん一応やったら」と呼ぶ者あり）そこまで

して、皆さん方にお持ち帰りいただくというの

は、いかがなものかなというふうに思いました

んで、そがせていただければと、私的には思っ

たんですれけど。 

○委員（山本幸廣君） 事務局長にお聞きした

いんですけども、じゃあ、補塡の中では、うち

は議会の中で補塡するということで、どこで補

塡するんですか、項目は。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 予算について

はですね、議会関連ですので、議会費の中でと

いうふうには、現状では考えております。 

 それとあわせましてですね、今、検討してい

ただいております第２案につきましてはです

ね、かなり詳細な取り決めが必要になろうかと

いうふうに思います。やり方次第ではですね、

かなり差が出てくる場合もございますし、議員

の皆さん方にもかなり手続関係で御面倒をかけ

るような部分もですね、これはもう決まった後

の話なんですけど、大変、その辺もですね、あ

るんじゃなかろうかなというふうには思ってい

るところです。 

 ただ、おっしゃったようにですね、３案につ

いては、現状ではかなりですね、いろいろ市民

の御意見とか考えると難しいところもあるでし

ょうし、私が出した３案については、それぞれ

に大変ですね、議員さん方も悩まれるような部

分しか出せなかったというのが現状でございま

す。 

○委員（亀田英雄君） 基本的に行政が準備す

るものとして考えてよかですかね。 

○議会事務局長（東坂 宰君） まずですね、

そこのところなんですけれども、旧議会棟のよ

うなところがあればですね、それは必然的に、

私たちも当然行政がというかですね、あるべき

ものというふうに考えてます。現状ではです

ね、私たちも会派の控室というのは、当然必要

なものというふうには考えてはいますけれど

も、最初申しましたように、なかなか現状で、

そういうふうにいかないもんですからですね、

ちょっと私たちも悩んでいるところなんです

が、行政が準備するか、必然的にそうなってい
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るかというのはですね、線引きは大変難しいと

思います。 

○委員（亀田英雄君） そこをしっかり話ばし

とかんと、ここばどっちばするかというとの議

論のかなめになるもんですけん。そこはみんな

聞きました。 

○議会事務局長（東坂 宰君） ここにつきま

してはですね、私もそう申しましたもののです

ね、基本的にはですよ、基本的には必要である

というふうには考えております。ただ、現状で

それができてないという部分で、基本的には必

要であると。 

○委員（山本幸廣君） 今、亀田委員が言われ

た中で、事務局長が説明なされた中で、同じ考

えなんですけども、一番心配するのは、議会の

会期中とか、議会のうちには執行部が総務から

出ると思うんですよ、予算関係は。それとは別

枠に、議会費として今回についてはですよ、予

算については取り扱いするという方向性は、し

っかり認識を、みんなしとかんと、それはです

ね、どうしても、じゃあ、はっきり言って幾ら

かかるのか、月にて。事務所持たないところは

何も関係なかわけですけど、事務所を持ってお

るときに、それをかけていくわけでしょう。は

っきり言ってから、１会派に対して、事務所持

ちのところについては、人数に、議員１人幾ら

掛けるのか、そういう算出の方法というのは考

えていかないかんだろうと思うわけです。事務

局長、そこはそこで考えておられると思うんで

すけども、そこあたりは明快にしとかんと、持

ち帰り、持ち帰りと言うけど、持ち帰って、そ

こあたりを審議しとかんとじゃなかですか。だ

け言うわけですよ。また持ち帰らないかんわけ

でしょう。 

○委員（成松由紀夫君） 本来は、実際行政で

準備してもらって、議場に近いところで、仮設

庁舎も建ったし、要は、新庁舎が建つまでは、

今の現状でしょう。別に、きらびやかなことじ

ゃなくて、ただ、よければ議場の近くに、３階

で会派室を準備していただければ、それが一番

よかわけで、入っとらすところの担当課の出し

入れとかもちょっと考えてもらって、仮設庁舎

と千丁と活用しながら、そがんせんと、何かい

ろんな話ばするときは、議場の近くでなからん

と、これば、また町さんへ行ったりとか、ばら

ばらばらばらしよんなるから、結局話し合いば

して、持ち帰り、持ち帰りていうごた話になっ

たときに、いっちょ、いっちょ庁舎ば出て、ど

うのこうのというよりも、会派室で話し合いの

できるもんならさっと話して、また、委員会室

に入るというようなのも、一つの現状ですよ

ね。だけん、新庁舎ができるまで、今の、市民

とともに我々も我慢すっとは我慢せなんていう

ところの被災地の部分の感覚はあるにせよ、や

っぱり、これが新庁舎が建つまで、今の現状で

いけるのかというたら、もうちょっと機能的に

考えてほしいなというところも含めて、また、

準備をしていただかんと、なかなか一回一回外

に出て話し合いすっというとも、私もどっちか

らというなら、例えば、きょうの委員会で話し

よって、そんなら、ちょっと話し合いしてきて

よといって、会派室に行って、話したら、また

来るという、そういう機能的な面も考えていた

だければ、準備していただいて、この鏡の議場

も、よければ、この３階のフロアの中で、もう

一回執行部のほうに提案でけんもんかなあと思

うとですけどね。それが一番単純な話。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 いろいろと今、意見いただきましたけれど

も、３番ですね、どきゃんしましょうか。残し

ますか、残して持ち帰りますか。政務活動費値

上げ。私はもう、そぎ落としたいというふうな

思いがありますけど。 

○委員（山本幸廣君） 私もそぎ落としたい。

もう値上げでけんもん。ここで決めて、そぎ落

として。 
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○委員（成松由紀夫君） ２番でもよかばって

ん、２番ならば、ややこしかですよ。３番なら

ば簡単ですよという説明に聞こえたから。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、違う。そうじ

ゃない。それではないです。 

○委員（山本幸廣君） ３番の場合には、私が

質疑したもんだからですね、どうしても、今の

市民の感情とか、今の状況だから、どうしても

政務活動費の値上げというのはしないほうがい

いんじゃないですかという、私の発言、意見で

すから、皆さん方が、それで何か理由があれば

ですね、それははっきり言ってから、どがんし

たって値上げせんばんたいというとなら、それ

は慎重な審議をせないかん。そういう問題じゃ

なかろうけんですからですね。 

○委員（成松由紀夫君） そうじゃなくて、手

続上、そっが簡単なごたるっていうふうに受け

取ったもんだから。 

○委員長（野﨑伸也君） 今ですね、事務所費

の項目に関しての話、政務活動費の中で払って

いるからということで、今やっているもんです

から、それだけで政務活動費の値上げというの

はですね、やはり、私としては、ちょっと余り

飛躍し過ぎかというふうに思いますんで、これ

はちょっと、案としては削らせていただければ

というふうに思います。持ち帰りの案としては

ですね。よろしいですかね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、第２案と

第４案、こちら、第４案についてはですよ―

―。 

○委員（中山諭扶哉君） 山本委員のほうか

ら、せっかくの提案ございましたところです

が、４案については、恐らく設計からしないと

いけないので、時間がかかるかなと思います。

（委員山本幸廣君「そらそうたい。それは選挙

後だけん、選挙後」と呼ぶ）とりあえずの、今

の臨時的なものについては、ちょっと話の場か

ら外させてもらったほうが現実的じゃないかな

というふうに思いましたので。 

○委員長（野﨑伸也君） 中山委員、外すとい

うのは、ちょっといかがなものかというふうに

思うとですよね。ただ、今お持ち帰りをいただ

くものについてということで協議してますん

で、中山委員、その話っていうのは、持ち帰っ

た後の報告ちゅうか、次回のところで出してい

ただければというふうには思うんですよ。 

 とりあえず、今協議しているのは、持ち帰る

ものをどれにしましょうかねという話でやって

ますんで、ここで、じゃあ、第４案を落とすの

かいう話になっとですけれども、私は、これで

これであってよかかなと、話を皆さんがしても

らうという、会派の中でですね、というのは必

要かなと思いますけれども。 

○委員（山本幸廣君） 第４案についての私の

発言、事務局長が説明した中でですね、じゃ

あ、それならば、将来的にも、はっきり言って

から、本庁舎が３２年に建ちますからですね、

それまで議会棟をどうするかと、議会棟に投資

しましたですね、設備費を。なら、はっきり言

って、３２年までには庁舎をつくらないという

状況にあるわけですよね。これは、もうつくる

必要もないしですね。となれば、やっぱし、先

ほど成松委員も言われたように、会派控室と図

書室とか、いろんな、今からタブレットも含め

て、そういう議案をする中ならばですね、ある

程度はネット状況ができるような部屋はです

ね、あるいは共有できるような部屋はですね、

つくっておかなければですね、今のような状況

で、ばらばらしとってから、どんなにネットで

しようがですよ、タブレットしようが、議場で

タブレットを使うわけですね。となれば、やっ

ぱし何かあったときに、じゃあ、話し合いする

ときに、近いところが一番、はっきり言って、

何でも解決の方法というのはできるわけです

ね。同時に、我々は会派の控室というのは、事
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務所と会派の控室は全然違うんですよ、これ

は、趣旨から言ってから。事務所は事務所でで

すね、個人で事務所費を払ってから、事務所を

つくってもいいんですよね。県議会は全部です

から。政務活動費で月三十何万もらうけんでか

ら、彼だちは、はっきり言ってから、我が家ば

事務所にしてから、我が家に、先ほど成松委員

が前から言うように、公設秘書を１人つけて、

そこで事務処理をして、そこで悪かこつするけ

んでから、ああやって富山は捕まるわけです。

なるわけたい。だけんでから、事務所と会派の

控室は別個に考えていただきたいと思います。

私が、長い長い経験の中で言いますけどもです

ね、それは党は党として、会派は会派としての

活動、議員は議員としての活動があるわけです

ね。ですから、そこらあたりについては、ぜひ

とも、今私がやっているけど、ことしはどうせ

改選の年ですから、改選の年に、今委員長が、

この議運でこういう提案を、いろんな議員が会

派ごとに政策提案をしてやって、議論しよるわ

けですから、それについては、この問題という

のは、やっぱし避けて通れない問題ということ

で提案をしました。 

 これは絶対並行していただきたいと思う。そ

うしなければ、どうしてもこれをですね、い

つ、どこでするかというのは、選挙が終わって

でしょう。会派の構成も全部変わってきます。

委員会だって変ってくるかもしれませんね。定

数削減すれば、委員会が構成が変わってくるわ

けですからですね。そういうことを含めた中

で、ひとつ検討してほしいということです、委

員長。 

○委員（成松由紀夫君） 今の山本さんと、全

く私もさっき同意見なので、現実的に考えた場

合ですよ、今、３階におらす執行部のところを

外して、外してというか、千丁とか、例えば、

移動させたとするですたい。そうしたら、それ

では網羅できんとですかね。 

○委員（山本幸廣君） 網羅でくるとたい。 

○委員（成松由紀夫君） 網羅できるでしょ

う。それも含めて議論してください。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（増田一喜君） ということはですね、

山本委員が言われたのは、非常に理想的なあれ

ですよね。ただ、どんだけかかるかて、費用も

ちょっとあるし、設計するちいうたって、前か

らしよったように、部屋に間仕切り入れると

か、その程度の設計で済むけ、ぞきゃん設計料

って多大なもんじゃないんだろうなと思うんで

すよ。だけ、そこにかかる費用と、補塡するに

にどれぐらい、５年間補塡するちゅうことにな

るだろうし、それが１回、これを全部仕分けし

たときにかかる費用、そういうのがわかれば、

もっと議論しやすかなあと思うんですけれど

も、ちゃんとすぐ簡単に出てくるですか。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、簡単にという

のはできないと思います。 

 私としてはですね、今言った、第２案、第４

案というのが、今残りましたんで、これについ

て、じゃあ、どっちを皆さん方が選択していく

のかというところばですね、まずは決めんとい

かんというふうに思いますんで、その後ですよ

ね、決まった後に、いろいろと内容は詰めてい

かんといかんというふうに思います。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今検討してい

ただいておりますが、第４案につきましてはで

すね、私たち議会事務局だけでは検討できませ

んので、先ほどから皆さんから御意見ありまし

たように、執行部のほうともですね、十分協議

しまして、それで今後可能なのかどうなのか、

その辺も含ましてですね、検討していきたいと

思います。 

 この問題につきましては、これまでもです

ね、まだ、私たち事務局の中での検討でござい

ました。そういった中で、きょう皆さん方のい

ろんな御意見をいただきましたんでですね、こ
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れでどうにか、私たちも全体意見として、執行

部ともお話しができるかなというふうに思って

おりますんで、これからまた、執行部ともです

ね、協議をさせていただきたいというふうに思

います。 

 それから、先の話になるかもしれませんけど

も、先ほど、この３階をやったときに網羅でき

るのかという話で、部屋としては大丈夫なんで

しょうけど、今、設計とかいう話がありました

けれども、会派室というものが、どれだけのも

のが必要なのかですね、きっちりした部屋、こ

ういう部屋ですよね、そこまでが必要なのか、

会派ごとに。それとも、例えば、この部屋を一

つ例に挙げますと、幾つかの会派がありまし

て、パーティションあたりで仕切るだけでいい

のか。多分向こうの部屋もですね、同じだと思

いますけども、例えば、壁が移動できるんじゃ

ないかなと思うんですよ。そういう部分で足り

るのか。いろいろとその辺のところのですね、

皆さん方の各会派の代表としての御意見も、一

回お聞かせいただければ、今後の参考になりま

すので、ぜひよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（野﨑伸也君） それではですね、第

２案、第４案というのは、今これでもうやめま

すけれども、２つの案について、持ち帰ってい

ただきたいということでございます。あわせ

て、今言われたように、会派室というのが、ど

の程度のものが必要なのかというところもです

ね、含めて協議をしていっていただきたいとい

うふうに思います。 

○委員（中山諭扶哉君） 先ほどの第２案、第

４案の件なんですけど、私は、同時に進めるべ

きじゃないかなというふうに思ってまして、今

のところしなきゃいけないところ、そして、将

来はこういうふうにせんといかんねというとこ

ろがありますので、私は、そこは同時かなとい

うふうに思っているんですよね。そこら辺も、

ちょっと話を。 

○委員長（野﨑伸也君） もちろんそうだと思

います。準備ができるまで、もし仮にですよ、

ここでつくり直すと、ここに用意するというよ

うな話、千丁に用意するとかっていう話になっ

た場合には、それぞれ期間がありますんで、そ

この間は、もちろん補塡するというようなとこ

ろは必要かなというふうに思ってます。 

○委員（中山諭扶哉君） こっちに決めるとい

うのはちょっと。 

○委員長（野﨑伸也君） 将来的にという話も

含めて。あと、庁舎ができるまでですね、時間

はありますんで。それも含めて御協議いただけ

ればというふうに思います。 

 お持ち帰りで、次回の方向性はですね、次回

の会議で決めていきたいというふうに思います

んで、よろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

 それぞれ会派の代表されている方、出ておら

れると思いますんで、いろんな想定されて、次

の会議の内容も想定されて、いろいろと検討い

ただければというふうに思います。 

 あわせてなんですけれども、次回の会議の中

では、会議出席費用弁償の見直しと、管外行政

視察の見直し、視察成果の反映というところま

でいければというふうに思いますし、議論が滞

った場合は、その次、ＩＣＴ化というふうなと

ころまで進めるかなというふうに思ってますん

で、それも踏まえまして、各会派のほうから

も、そういった内容、提案されているところ

は、特にですけれども、いろんな部分で準備の

ほうもですね、お願いをしておきたいというふ

うに思います。よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、きょうの

ですね、協議のほうはこの程度にとどめまし

て、次回の開催日について、確認をしたいとい

うふうに思います。 
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 取り決めのほうではですね、毎月第１、第３

木曜日となっております。となりますと、次回

は２月の２日ということになりますが、いかが

ですか。（委員成松由紀夫君「２月２日、どう

しても私、とれんなあ」と呼ぶ） 

 成松委員、出られないというようなことがあ

れば、早目に連絡いただければと。 

○委員（成松由紀夫君） 午前中であれば無理

ですね。 

○委員長（野﨑伸也君） いろんな会派の話に

ついては、お願いされてても結構かと思いま

す。 

 では、２月２日でよろしいですか。（委員山

本幸廣君「１０時か」と呼ぶ）１０時からとい

うことになります。 

 それでは、次回の会議は２月２日１０時から

ということで、よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、レジュメ

のほうでは、２番ということで、その他という

ことでありますけれども、何かございますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ないということでご

ざいますので、それでは、以上で議会運営委員

会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

（午前１１時５８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年１月１９日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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